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https://svgmap.org/

https://satakagi.github.io/mapsForWebWS2020-docs/imgs/W3C%20TPAC2022%20Maps4HTMLtalk%20Satakagi.html
https://svgmap.org/


災害対応に携わる日本のWebGIS/地図作成ユーザーコミュニティ

日本には、インフラ事業者、行政機関、そしてそれらを支援するアカデミーが、WebGIS
を活用して災害対策に取り組むことを推進するコミュニティがあった。

「首都圏レジリエンスプロジェクト」(2017年度～2021年度)

https://forr.bosai.go.jp/e/
https://www.youtube.com/watch?v=WaDHFjUKcks

https://forr.bosai.go.jp/e/
https://www.youtube.com/watch?v=WaDHFjUKcks


災害対策コミュニティの知見

● 我々は情報システムの提供者ではなく、利用者

● 災害対策に必要な情報の多くは、すでにWeb上で個別に公開されています

● 地図は極めて有効な可視化法。多くは既に地図サイトとして公開されています

● しかし、個々の情報だけではあまり役に立ちません

● それらの地図を重ね合わせることができれば、非常に有用です

● しかし、ユーザーの立場では、こんな些細なこともできません

● 地図ウインドウを並べて目で見比べているのが実情です
○ もしくはハードコピーをとり、ペイントソフトで手作業で重ね合わせています

⇒　地図サイトの情報の合成は極めて有効だが、それができないことが判明



参考資料
日本における災害対策に必要な情報とその公開度に関する調査結果

https://www.jstage.jst.go.jp/article/jdr/16/4/16_676/_pdf

首都圏レジリエンスプロジェクト

https://www.jstage.jst.go.jp/article/jdr/16/4/16_676/_pdf


災害関連情報公開の現状　-　サイロ化

様々な発信者が個々にWWW上で情報を発信している。

各発信者はWWW上にサイトを構築し、個々にWeb Mapページとして完成させている。

一般の利用者は、それぞれのサイトにアクセスして、個別に情報を得るしかない。



Web2.0のマッシュアップサービスと、その限界

マッシュアップサービス
⇒ ポータル⇒ プラットフォーマ

××
Y Z

中央集権的

プラットフォーマが
マネタイズできないものは
マッシュアップできない

高コスト～収益化

（クラウドによる統合）

従属

支配



Web2.0による地図・地理空間情報のマッシュアップ

マッシュアップサービス
⇒ ポータル⇒ プラットフォーマ

××
Y Z

中央集権的

プラットフォーマが
マネタイズできないものは
マッシュアップできない
内部情報もマッシュアップ困難

災害対策ではさらに
公益性VS利益追求
の課題も

高コスト～収益化

従属従属

支配



SVGMapの目指しているもの

Y Z

クラウドを介さず、
クライアントが直接マッシュアップ

● JIS X.7197
● W3C標準化活動
● オープンソース
● ユーザの立場での開発

サイト毎に独立した
セキュリティモデル

各サイトの自立性維持



既存スタンドアロンWebMapサイトのSVGMapレイヤー化

必要なだけ繰り返し

● オリジナルサイトを調査

● SVGMapのWebApp layerを開発

コンパクトなWebアプリケーションの高速開発を支えたSVGMapの特徴

● Layers as WebApps アーキテクチャ

● 非常に柔軟なタイリング機構

1000レイヤー超

(国内最大数と推測)

small
SVGMap’s Layer as WebApp

Analyze
Original WebMapApp

https://satakagi.github.io/mapsForWebWS2020-docs/De-centralizedWebMapping.html


クラウドを不要にする技術
● Hyper Layering：ブラウザサイドマッシュアップ

● Quad Tree Composite Tiling：動的サーバ不要

● Layers as WebApps：カプセル化・ポータル解体

長期実用化による実証と継続的進化

•10年以上に渡る 10を超える社内システム開発＆運用

•1000を超えるレイヤー(社内システムのマッシュアップ)
•ユーザ側アーキテクトによるフレームワーク完全内製

SVGMap

http://www.svgmap.org/wiki/index.php?title=%E8%A7%A3%E8%AA%AC%E6%9B%B8#.E3.82.A6.E3.82.A7.E3.83.96.E3.82.A2.E3.83.97.E3.83.AA.E3.82.B1.E3.83.BC.E3.82.B7.E3.83.A7.E3.83.B3.E3.81.AB.E3.82.88.E3.82.8B.E5.8B.95.E7.9A.84.E3.81.AA.E5.9C.B0.E5.9B.B3.E3.83.AC.E3.82.A4.E3.83.A4.E3.83.BC.E3.81.A8.E3.80.81.E3.81.9D.E3.81.AE.E3.83.8F.E3.82.A4.E3.83.91.E3.83.BC.E3.83.AC.E3.82.A4.E3.83.A4.E3.83.AA.E3.83.B3.E3.82.B0
https://satakagi.github.io/mapsForWebWS2020-docs/QuadTreeCompositeTilingAndVectorTileStandard.html
https://satakagi.github.io/mapsForWebWS2020-docs/De-centralizedWebMapping.html#propose-an-encapsulated-web-app-that-handles-layers
https://svgmap.org/


分散型防災データ利活用協議会

「地図サイトの情報の合成は極めて有効だが、それができない 」という課題に対し、KDDIが開発・
運用するSVGMap技術の有用性を見出し、これをベースとした防災WebGIS利活用のユー
ザ中心コミュニティを新たに設立することとなった。

東京大学　目黒教授・平田名誉教授をリーダーに２０２２／４～設立準備

参加者：法制度・防災・Ｗｅｂ研究者、自治体、インフラ事業者、ＳＩer

副会長：平田  直
東京大学名誉教授  
東京都防災会議地震部会長
元 東京大学地震予知研究センター長

会長：目黒 公郎
東京大学教授
東京大学総合防災情報研究センター長



SVGMapと
アーキテクチャ



３層アーキテクチャ　

Jamstack

クライアントリクエストとは関係なく、
あらかじめコンテンツを生成してしておく
生成タイミングはいろいろ

静的にWebサーバに保存された
コンテンツファイルを送受信

重 重Client App DB



従来のWebMap/GIS SVGMap

Quad Tree Composite Tilingにより
Jamstack適用範囲拡大

背景地図(と一部の被覆情報)のみにJamstack適用



Web 
Browser

Internet
Back-end DB

Web 
Service

Web 
Browser

Internet
Back-end DB

Web 
Service

伸縮スクロールの度に、
　 　ビューポートに応じたクエリ

（非地図サービスでは通常起きない）

• 膨大なクエリが発生

• １ピクセルずれても違うクエリ
　　～同じクエリの確率はほぼゼロ
          ＝キャッシュ効かない

詳説：
WebGISにおけるJamstackの必要性



Quad Tree Composite Tiling / SVGMap

ベクトルタイル生成　： これ以上のズーム率では、常にこのベクトルタイルを使用する

ラスタータイル生成　：　 このズーム率でのみ、このタイルを使用する
Note: 間引き・要約したベクトルタイルでも良い

Zoom=
0

Zoom=
1

Zoom=
2

Zoom=
3

Viewport

この部分は、より
低ズームレベル
で生成済みのベ
クトルタイルが使
用される

動機：地理情報の密度は均一ではない　∴ (現geo界で一般的な) 均等なタイリングの効能は限定的

（フル分解能のデータ）

（低分解能のデータ）

https://github.com/satakagi/mapsForWebWS2020-docs/blob/master/QuadTreeCompositeTilingAndVectorTileStandard.md


マイクロサービス

モノリシックサービス　

複雑



マイクロサービスの課題

複雑

コンポジットUI　
出典：Microsoft:マイクロサービスアーキテクチャ電子ブック

マイクロサービスを基にしている複合 UI を作成する

モノリシックUI

https://docs.microsoft.com/ja-jp/dotnet/architecture/microservices/architect-microservice-container-applications/microservice-based-composite-ui-shape-layout


コンポジットUIの課題　

複雑
個別総当たり（スター型）の結合が必要になってくる



SVGMap
地図の特徴を活かし、地理座標ですべてのマイクロサービス
＋UI(マイクロWebApp)を「重畳」(レイヤリング)

Hyper-Layering
Layers as WebApps

視覚的な「重畳」に留まらず、任意レイヤー間での、コン
ピューティング（地理空間情報処理）まで実現
⇒スター結合を抑制した「システム連結」

空間演算レイヤー

被災想定エリア

公共施設

被災想定エリアに
ある公共施設

空間演算レイヤーは任意のレイヤーを対象にできる
（地理座標で全て統合されているため)
　⇒スター結合にならない

分
析

マイクロサービス・コンポジットUIの課題を「地図」を活かして改善

地理座標で串刺し＝地理座標をハブにした結合

https://github.com/satakagi/mapsForWebWS2020-docs/blob/master/De-centralizedWebMapping.md
https://github.com/satakagi/mapsForWebWS2020-docs/blob/master/De-centralizedWebMapping.md


リアルタイム震度分布

(J-RISQ)

×
診療所

(国土数値情報)

⇩
医療支援ポイント

災害対策OSINT with SVGMap

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%AA%E3%83%BC%E3%83%97%E3%83%B3%E3%83%BB%E3%82%BD%E3%83%BC%E3%82%B9%E3%83%BB%E3%82%A4%E3%83%B3%E3%83%86%E3%83%AA%E3%82%B8%E3%82%A7%E3%83%B3%E3%82%B9

